
≪事業の目的及び現在の取組み概要等≫

目標（誰（何）をどのよう
な状態にしたいのか）

  県警等とも連携し、地域でランニング・ウォーキング等を行っている市民に「ながら見守り」
を行ってもらい、地域防犯活動をサポートしてもらうとともに、その活動を含む様々な地域防
犯活動の取組みを広く市民に周知することで、地域の防犯に対しての意識が高まり、地域の
防犯力が向上されている。

課題（どういうことをする
必要があるのか）

  多くの市民に本活動に参加してもらうため、周知広報を行い、防犯サポーター（活動する市
民）を増やし、地域活動団体等とつなげる仕組みづくりを行っていく必要がある。

上記の問題点に対して
現在行っている事業の

有無
　有　・　無　　　※有の場合は事業概要を添付（委員会資料等）

当該新規・拡大事業を
行うにあたり、縮小・統

合・廃止する事業

　有　・　無　　　※有の場合は事業概要を添付（委員会資料等）
　新規・拡大事業を行うためには、今までやってきた取組みを検証し、成果や効果が低い事
務事業の終了も含めた「選択と集中」に努めることが不可欠です。

なにが どうなっている

地域が 自主防犯・交通安全意識を高め、活動を推進している。

現状・問題点

  地域の安全安心を推進するため、様々な自主防犯活動が行われているが、高齢化等の影
響により、活動団体の構成員数は減少傾向にあり、地域防犯活動の担い手が減少してい
る。さらに、新型コロナウイルス感染拡大により活動が実施しにくい状況にある。

2025年度にめざす姿
（なにが、どうなってい

る）

なにが どうなっている

市民が 犯罪、交通事故にあうことなく、安全・安心に暮らしている。

個　別　施　策 E2-1 地域の防犯、交通安全活動を推進します

2025年度にめざす姿
（なにが、どうなってい

る）
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評価対象年度 令和4年度 事業担当課

事 務 事 業 名
安全・安心まちづくり推進費
（「ながら見守り」の実施）

基　本　施　策 E2 犯罪、交通事故のない地域づくりを進めます

自治振興課

編　成　区　分 当初

≪基本情報≫

新 規

拡 大



成
果

(

活
動

)

指
標

指標（単位） 防犯サポーター登録者数

年　　　度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度

目　標　値

財源名称　

総　　　額

500 700 900 1,100 1,300

成果指標及び
目標値の説明

登録者数が増加することで、地域の自主防犯活動の担い手が担い手が増え、防犯力が向
上しているものと考えられるため、自主防犯活動登録者数を成果指標とした。
普段から運動を行っている人に「ながら見守り」を行ってもらうため、過去３年間のベイサイド
マラソン&ウォークに参加した長崎市在住の20歳以上の人数を算出したところ、約2700人で
あった。この半数を５年間で登録してもらうことを目標とし、初年度500人、次年度以降200人
の増加を目標とした。

予
算
額

地方債

市民等の参画と
協働のまちづくり

（取組みに☑をし、
その内容を記載）

地域住民が、自らの意思で防犯活動を実施してもらい、地域の防犯意識の向上を目指す。
また、長崎県警や防犯協会、自主防犯活動団体と協働し、本事業を推進していく。

事　業　期　間 （　　年度～　　年度　）

その他 一般財源

当　年　度 473 473

≪事業の概要≫

事業の具体的内容
（対象、事業主体、事業
期間、総事業費、事業

費内訳等記載）

　地域における犯罪の防止・抑止を推進するため自主防犯活動に取り組んでいる団体等の
活動が、高齢化等の影響により縮小傾向にあることから、新たな担い手として、地域でランニ
ング・ウォーキング等を行っている市民に、県警等とも連携し「ながら見守り」を行ってもらお
うとするもの。

【事業期間】令和４年度～
【総事業費】473千円
【事業費内訳】各年度　一般消耗品費：275,000円（腕章　500個）
　　　　　　　　　　　　　   　印刷製本費：198,000円（登録周知啓発用チラシ18,000枚）
【役割】
（１）配付物品を身につけた状態で、ウォーキングやランニングを行いながら、地域の
      見守り 活動を行う。
（２）何らかの異常を発見した場合は、手元の携帯電話から警察署へ連絡
（３）活動は、ボランティアの範囲で行う。
（４）３か月に１回、回答フォーム等により活動報告を行う。
【対象者】
（１）市内在住で18歳以上であること（高校生を除く）
（２）週に１回以上ランニング・ウォーキング等の活動を行いながら「ながら見守り」が
      実施可能であること

業務量の増減
136時間（発送準備25時間、暴力団照会25時間、問い合わせ対応10時間、周知イベント参加
４時間、アンケート整備14時間、アンケート集計12時間、動画作成28時間、マニュアル作成
18時間）

金額（千円） 国 県

単年度 単年度繰り返し 期間限定

情報共有 参画 協働



　自主防犯活動の新たな担い手として、地域でランニング・ウォーキング等を行っている市民に防犯サポーターとして
登録してもらい、県警等とも連携し「ながら見守り」を行ってもらおうとするものである。
　地域の自主防犯活動に取り組んでいる団体等が縮小傾向にあるなか、地域の防犯力向上につながると考えられる
ため、事業の実施は適当である。
　ただし、事業実施に対する意見は次のとおり。

【事業の実施に対する意見】
・防犯サポーターへ危険が及ぶことがないよう、無理のない範囲での実施について十分な周知、研修を行うこと。

(2) 評価会議における指摘事項

評　価　結　果

(1)今後の事業の方向性と理由

一部不採択

所管案のとおり

企画不十分

事業規模縮小

企画不十分不採択

採択
事業のやり方改善 事業規模拡大

事業統廃合 その他


